
 

 

 

事例 34 ICT を活用した森林調査方法等の民有林への普及  
（近畿中国森林管理局  滋賀森林管理署）  

 
 

  

 

 

 

 

 

 
国有林野事業では、 I C T を活用した効率的な森林調査方法について、

現地検討会等を通して民有林への技術の普及を行っています。  
滋賀森林管理署は、令和５ ( 2 0 2 3 )年 1 2 月 2 1 日に地上レーザスキャ

ナとドローンによる森林資源解析についての現地検討会を開催しまし
た。検討会には、県、市町村や林業事業体などの関係者が参加し、ドロ
ーンの飛行や森林資源解析ソフトを使用した A I による樹種解析、スマ
ートグラスを通して計測データを林内で確認できるシステムの体験等を
行いました。その後の意見交換では、「最新の IC T 機器に触れることが
できてよかった」、「現在の業務の効率化を目的に森林資源解析ソフト
や地上レーザスキャナの活用を行っていきたい」などの意見がありまし
た。  
今後とも、 IC T を活用した森林管理を推進していくとともに、地域の

森林・林業の発展に貢献できるよう取り組んでいきます。  
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・（左）現地検討会の様子（ドローンのデモ飛行）（令和５ ( 2 0 2 3 )年 1 2 月）  

（右）現地検討会の様子（スマートグラスの体験）（令和５ ( 2 0 2 3 )年 1 2 月）  




